
● 2013年度 地域文化財建造物専門家育成研修プログラム （公社）大分県建築士会 調査研究委員会　

第１限 第２限 第３限 第４限 第５限

9:30〜11:00 11:10〜12:40 13:30〜15:00 15:10〜16:40 16:50〜18:20 講義 演習

10月 1-① オリエンテーション 1-② 文化財建造物保全活用の意義 1-③ 第１章 文化財建造物の調査 1-④ 第２章 文化財建造物としての保存 ５．５

1 6日 ホルトホール２０１会議室 ※この日のみ10:00開始 調査の方法 保存のための制度と事例について ー

（日） 大分県建築士会 原田徹宗 （大分県教育庁文化課） 芳山憲祐 （大分住宅研究室） 玉永光洋 （大分市文化財課）

10月 　2. フィールドワーク ： 寺社を中心として １．５ ６．０

2 ２７日 宇佐・高田 ＜バス移動＞ 講義 フィールドワーク ＜宇佐・豊後高田地域＞　：　寺社、および、その周辺の文化財建造物を巡る 

（日）

11月 3-① 大分県における文化財建造物 3-② 文化財建造物保全活用の意義 3-③ 第５章 文化財建造物の修理 3-④ 他県での取り組み ６．０

3 １０日 ホルトホール４０８会議室 建築構造技術
熊本県におけるヘリテージマネージャー

育成の取り組みについて ー

（日）
恒賀健太郎

 （大分県生活環境企画課）
今岡武久

（文化財建造物保存技術協会）
井上正文 （大分大学） 山川　清満

（熊本県建築士会まちづくり委員長）

11月 　4. フィールドワーク ： 民家を中心として １．５ ６．０

4 ２４日 竹田　＜バス移動＞ 講義 フィールドワーク ＜竹田地域＞　：　旧岡藩の民家と街並みを訪ねる

（日）

12月 5-① 第４章 文化財建造物の管理 5-② 第３章 文化財建造物の活用 5-③ 第５章 文化財建造物の修理 5-④ 近代日本の住様式 ６．０

5 ８日 ホルトホール２０１会議室 全国の事例紹介をふくめて 設計と施工技術 明治大正昭和の暮らしと間取り ー

（日） 岡部宏明 （大分市役所）
齋藤行雄

（全国町並み保存連盟 副理事長）
養父信義 （YO設計） 鈴木義弘 （大分大学）

12月 6-① 泉福寺を訪ねる 6-② 文化財建造物の保存と公開活用 ２．０ ２．０

6 １０日 泉福寺 〜 アストくにさき 地域で文化財を活かす知恵

（火）

12月 　7. フィールドワーク ： 街並みを中心として １．５ ６．０

7 ２２日 臼杵 ＜バス移動＞ 講義 フィールドワーク ＜臼杵地域＞　：　臼杵市の街並みや歴史的建造物を歩く

（日）

１月 　8. フィールドワーク ： 近代建築を中心として １．５ ６．０

8 １９日 日出・国東 ＜バス移動＞ 講義 フィールドワーク ＜日出、国東地域＞　：　別府湾沿岸の古建築再発見

（日）

ー ４．０

２月 9-① 大分の歴史と文化財について 9-② 第６章 保存活用とまちづくり 9-④ 討論・修了式 （〜17:50） ７．０

9 １６日 ホルトホール４０８会議室 地域で文化財を守り活かす ー

（日）
佐藤晃洋

（大分県教育庁先哲史料館館長）
伊東龍一 （熊本大学教授） 大分県建築士会

３２．５ ３０．０

＜敬称略＞

各受講者

研修生の自主研究活動発表

自　主　演　習　（私が見つけた文化財）

日程 会場
時間数

9-③ 私が見つけた文化財

武内正和 （文化庁文化財部参事官）


